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～人生100年時代、
ビンピンコロリのための
耳養生のヒケツ～

国際医療福祉大学病院 教授 中 ′l!雅 文 先生

令和元年10月6日 (日)
〈受 付〉 9:30～
〈特別講着ヨ〉10:00～ 11:30

くお薬相談〉11:30～ 12:30

◎健康チェックコーナーあり

市立宇和島病院
北棟講堂 (2階 )
宇和島市御殿町1番1号

※1階正面玄関より2階にお越し下さい。
※駐車場は係員の指示に従つて下さい。

また、別途駐車場料金がかかります。

主催 ■愛媛県薬剤師会宇和島支部

共催 ■一般社団法人 愛媛県薬剤師会・愛媛県病院薬剤師会

後 援 ■宇和島市・市立宇和島病院・松山大学

【お問合せ】愛媛県薬剤師会宇和島支部 事務局
宇和島市御殿町4-19 TEL.0895-26-6420

特別講演
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第 10 回宇和島薬剤師会学術大会 
1．プログラム 

時刻 開催日：令和元年 10 月 6 日（日） 
8：30 準備 
9：30 開場 受付開始 
10：00～11：30 ＊市民公開講座 司会：学術委員 

＊開会あいさつ 支部長 
＊祝辞     宇和島市長？ （未確定のためプログラムには記載せず） 
市民公開講座 中川雅文先生（１時間） 
「耳から認知機能を守る。～人生 100 年時代、ピンピンコロリのための耳養生の

ヒケツ～」 
11：30～12：30 おくすり相談・健康チェック 
13：00～13：10 学術大会 開会式 

 愛媛県薬剤師会会長 挨拶 古川清先生 
開会挨拶：副支部長（喜多） 

13：15～14：15 教育講演 ① 縄田幸裕先生（30 分） 
「これからの薬剤師の在り方」 
②南宇和病院 摂食・嚥下障害看護認定看護師 藤澤ゆう子（30 分） 

「最期まで口から食べられる町を目指して―愛南町での取り組み―」 
14：20～17：00 会員発表（10 分ｘ14 題） 閉会挨拶：副支部長（佐々木）  
18：00～20：30  打ち上げ、交流会 がいや 

 
2．口頭発表   （発表順未定 10 分（質問 2 分含む） 
 所属 演題名 発表者 
1 福祉委員会 福祉委員会の活動とこれからの課題 佐々木栄輔 
2 愛大病院薬剤部 ﾋﾄﾞﾛﾓﾙﾌｫﾝ塩酸塩の効果および副作用に関する調査 飛鷹 範明 
3 松山大学薬学部 4 年次事前学習へのセルフメディケーション授業の導入 秋山 伸二 
4 松山大学薬学部 薬局実務実習で経験した多職種連携とプレアボイド 高橋 芹奈 
5 宇和島支部 聴覚障害者への服薬指導に関する取り組み 上田 千秋 
6 学術委員会 介護ヘルパーへの服薬支援に関するアンケート結果（仮） 大野 成司 
7 宇和島東高等学

校（15 分） 
＊固有種トキワバイカツツジの保全のための基礎調査 
＊岩松川、来村川、御荘湾の生体調査 
＊新たな災害食のレシピ考案 

 

8 市立宇和島病院 MBA（経営情報学修士）取得がもたらす効果 高村 好実 
9 アクティブモア パーキンソン病の方の治療の一考察 末澤 拓弥 
10 宇和島市 社協 独居高齢者への薬剤師の関わりについての報告 石川 梢 
11 アクティブモア 終末期の在宅療養における他職種連携～みさいやネット利用の一症例～ 山内千由紀 
12 JCHO 訪看 入院中からのかかわりにより自宅生活が可能になった事例 藤山 菊美 
13 災害対策委員会 南海トラフ地震に薬事対応が必要な理由 森 正一 
14 宇和島市地域包

括支援センター 
みさいやネットの活用法（仮） 岩村 正裕 

 


